
※市外局番のない電話番号は『048』をつけておかけください。

障害者支援制度をご利用ください
申・問／障害福祉課　☎463-1598～9　Ｆ463-1025

　上記のほかにも、障害福祉サービス（居宅介護、生活介護、グループホーム、計画相談支援等）、地域生活支援
事業（移動支援、日常生活用具給付、意思疎通支援事業等）、補装具費の交付、在宅重度心身障害者手当の事業を
行っています。

市ホームページ

　障害者手帳の有無や種類、等級によって利用できる制度は異なります。
詳しくは、障害福祉課にお問い合わせいただくか、市ホームページを
ご確認ください。

　障害者手帳
　一定の障害等のある方が、各種援護やサービスを
受ける場合に必要となります。
○身体障害者手帳
対象／身体に一定以上の障害のある方
○療育手帳
対象／知的障害のある方
○精神障害者保健福祉手帳
対象／一定の精神障害のある方

交通費等の補助
　重度障害のある方の生活圏の拡大と社会参加の促
進を図るため、福祉タクシー券の交付・バス鉄道共
通ICカードまたは自動車燃料費の補助を行います。
対象／身体障害者手帳1・2級、下肢3級、療育手帳
Ⓐ・A・B、精神障害者保健福祉手帳1・2級
支給額等／年間上限15,000円
　（福祉タクシー券は年間上限30枚）
　※登録時期により異なります。

　特別障害者手当等
①特別児童扶養手当
　身体等に一定の障害のある20歳未満のお子さん
を育てている方に支給されます。
②特別障害者手当
　20歳以上で、身体等に著しく重度の障害があるた
め、日常生活において常時特別な介護を必要とする
方に支給されます。
③障害児福祉手当
　20歳未満で、身体等に著しく重度の障害があるた
め、常時特別な介護を必要とする方に支給されます。
※①、②、③のいずれも所得の制限や条件あり

　医療費の支給等
○重度心身障害者医療費支給制度
対象／①身体障害者手帳１～３級、②療育手帳Ⓐ・
Ａ・Ｂ、③精神障害者保健福祉手帳１級、④後期
高齢者医療制度加入者のうち65歳未満で障害認
定を受けられる状態であった方

※①、②、③は、65歳以上で該当となった方を除
く。また、本人所得による制限あり
支給額／入院、通院等の各医療保険制度における医
療費の一部負担金等（高額療養費や附加給付金が
支給される場合、その金額を差し引いて支給、入
院時の食事代は該当の世帯のみ）
○重度心身障害者医療費 (精神通院 )支給制度
対象／精神障害者保健福祉手帳２級
※65歳で該当となった方は除く。また、本人所得に
よる制限あり
支給額／自立支援医療 (精神通院 )を利用した際の、
一部自己負担金（医療費等の１割）

○自立支援医療（精神通院）
　精神疾患の治療を受けるときに、申請により通院
医療費の自己負担分を１割に軽減する制度です。院
外処方箋薬局、精神科デイケア、訪問看護ステー
ションも対象になります。
※世帯の課税状況により上限額を設定
○精神障害者通院医療費助成事業
　自立支援医療（精神通院）を利用した際の、一部自
己負担金（医療費等の１割）を助成する制度です。
対象／所得区分が住民税非課税の方

　相談先等
○精神保健福祉に関する相談（予約制）
　精神保健に関するご本人・ご家族等の相談を、電
話・面接等で、精神保健福祉士が対応します。
実施日／原則第１・３木曜日　午後１時～４時
※相談内容や個人情報は秘密厳守します。
○障害者虐待防止センター
　障害福祉課内に設置しています。障害のある方に
対する虐待が行われているのを見たり聞いたりした
方は、当センターにご連絡ください。障害のある方
の安全を確認し、虐待の事実確認や障害のある方の
保護、養護者への支援など必要な対応をします。
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収益的収支 事業経営に伴う
収入と支出

収入　28億1,585万３千円
支出　23億4,636万８千円

収益的収支 事業経営に伴う
収入と支出

収入　22億 227万８千円
支出　18億9,200万４千円

資本的収支 浄水場や水道管の改良
事業に要する収入と支出

収入　 ５億9,257万５千円
支出　13億7,670万３千円

資本的収支 下水道施設の改良事業に
要する収入と支出

収入　12億1,048万円
支出　16億4,812万１千円

問／上下水道総務課　☎462-3366

● 水道事業会計
　水道事業は独立採算制で運営しており、事業に必要な費用は、皆さんからいただく水道料金などの収入によって
賄われています。
　浄水場や水道管の更新工事として、令和７年度は、県道朝霞・蕨線配水本管布設替工事のほか、水道施設耐震化
事業や老朽管更新事業などを実施しました。
　市内の水道管は、宅地化が急速に進んだ昭和40～50年代に敷設されたものが多くあります。水道管の耐震化や
更新工事を計画的に行い、皆さんに安全で安心な水道水をお届けできるよう、健全な事業経営に努めてまいります。

● 下水道事業会計
　下水道事業は「雨水公費・汚水私費の原則」により運営されており、雨水処理費は税金（公費）で、汚水処理費は、
皆さんからいただく下水道使用料などの収入（私費）によって賄われています。
　下水道施設に関する工事として、令和７年度は、浸水被害を軽減させるため、溝沼地区の整備計画に位置付けた
調整池のポンプ場工事を令和６年度に引き続き実施しました。

県水受水費
7億2,887万円
（31.1%）

水道料金
22億8,643万9千円
（81.2%）

水を送るための
施設維持管理費
8億5,080万8千円
（36.2%）

企業債の利息
4,159万9千円
（1.8%）

消費税
3,846万8千円
（1.6%）

差引収支
4億6,948万5千円

施設の減価償却費
及び資産減耗費
6億8,662万3千円
（29.3%）

水道利用加入金
3億2,284万4千円
（11.5%）

その他の収入
1億2,733万3千円
（4.5%）

長期前受金戻入
7,923万7千円
（2.8%）

支出収入

支出

施設の減価償却費
及び資産減耗費
8億8,140万円
（46.6%）

下水道使用料
10億3,208万6千円
（46.9%）

流域下水道
維持管理費負担金
6億923万1千円
（32.2%）

下水道施設の
維持管理費
3億5,935万6千円
（19.0%）

企業債の利息
4,093万2千円
（2.1%）

長期前受金戻入
6億9,086万7千円
（31.4%）

その他の収入
2億2,575万6千円
（10.2%）

雨水処理負担金
2億5,356万9千円
（11.5%）

収入

その他の費用
108万5千円
（0.1%）収支差引

3億1,027万4千円

支出

浄水場の更新、配水管の耐震化、
老朽管の更新に要した費用
8億9,312万9千円
（64.9%）

企業債
5億2,500万円
（88.6%）

企業債償還に要した費用
4億2,276万3千円
（30.7%）

その他の費用
6,081万1千円
（4.4%）

不足額
7億8,412万8千円

収入

負担金（消火栓）
996万3千円
（1.7%）

国庫補助金
5,761万2千円
（9.7%）

＊不足額については損益勘定留保資金などで補てんしました。

支出

下水道施設の
建設改良に要した費用
12億3,319万8千円
（74.8%）

流域下水道
建設費負担金
1億6,350万1千円
（9.9%）

国庫補助金
4億4,920万円
（37.1%）

その他下水道建設費
3,687万6千円
（2.2%）

企業債償還に要した費用
2億1,454万6千円
（13.1%）

一般会計繰入金
2,631万8千円
（2.2%）

受益者負担金等
606万2千円
（0.5%）

不足額
4億3,764万1千円

収入

企業債
7億2,890万円
（60.2%）

＊不足額については損益勘定留保資金などで補てんしました。
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朝霞市水道事業・下水道事業会計決算概要 朝霞市水道事業・下水道事業会計決算概要 
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